
【想定最大規模】【想定最大規模】

内水ハザードマップハザードマップ

　この地図は、水防法に基づき、想定し得る最大規模の降雨と大潮期の高潮

が同時に発生した場合の浸水範囲と、その程度を示したものです。また、各

地区の避難所も表示しています。

　近年、集中豪雨や局地的大雨が頻繁に発生し、水害が頻発・激甚化してい

ます。水害のおそれがある際には、市から「緊急安全確保」、「避難指示」、「高

齢者等避難」などの避難情報が出されますので、速やかに避難してくださ

い。地域の特性や降雨による排水状況を普段から把握し、雨の状況に注意し

て、危険を感じたら早めに自主的に避難するように心がけてください。

 ※想定最大規模降雨は1時間雨量147mmを想定しています。

※

避難地図避難地図避難地図
災害に結びつく重要な気象情報(大雨・氾濫特別警報、大雨・氾濫危険

警報、大雨・氾濫警報、大雨・氾濫注意報)や、市からの避難情報は、次

のとおり伝達されます。

巡回・広報・サイレン等巡回・広報・サイレン等

災害時には、多くの人が電話を利用するため、電話が繋がりにくくなります。そのような場合にNTTが設置する

「災害用伝言ダイヤル」を利用して家族や友達などとの連絡に役立てましょう。

ガイダンスに従って操作

をダイヤル
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■利用方法

※携帯電話やNTT以外の通信事業者の電話

からのご利用については、ご契約の各通

信事業者にお問い合わせ下さい。
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3
(暗証番号付き)

4
(暗証番号付き)

被災地の電話番号（市外局番から）
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■災害用伝言ダイヤルに関する詳しい

情報は、下記ホームページにてご確

認下さい。

https://www.ntt-west.co.jp/dengon/
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▶プッシュ通知で受け取れる！大雨や台風、地震などの災害時には、震度や警報注意報などをプッシュ通知で受　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　け取れます。
▶リアルタイムでわかる！避難所の開設・混雑状況、河川水位や浸水状況がリアルタイムでわかります。
▶普段使いにも便利！ごみ出しの日にプッシュ通知を受け取れたり、電子申請、市立図書館での貸出状況の確認・　　　　　
　　　　　　　　　　予約等ができます。

気象情報や災害情報を知るには、テレビやラジオのほか、インターネットでも知ることができ

ます。放送時間が決まっていないため、知りたい時にいつでも情報を得られる利点もあります。

https://www.pref.saga.lg.jp/bousai/
・「防災・減災さが」→避難情報・土砂災害警戒情報等。 ・「佐賀市防災情報」→緊急情報や防災・減災に役立つ情報等。

http://sagacity-bousai.jp/

http://www.qsr.mlit.go.jp/chikugo/
・防災情報→河川状況の観測カメラ映像等。

http://www.qsr.mlit.go.jp/saga/
・防災情報→河川状況の観測カメラ映像等。

https://sagacity-sinsui.aquasmartcloud.jp/
・「佐賀市浸水情報提供システム」→浸水状況のリアルタイム表示など避難に役立つ情報等。

https://www.mlit.go.jp/saigai/bosaijoho/
・「川の防災情報」→リアルタイム雨量等。

https://www.river.go.jp
・国土交通省の雨量、水位等の防災情報ホームページ。

https://www.jma-net.go.jp/saga/
・警報、注意報や気象観測資料等。

降っている雨を観察することで、だいたいの雨量を知る

ことができます。

危険な状態になる前に自分で判断し避難ができるよう、

雨の降り方と雨量の関係を知っておきましょう！！

地面からの跳ね返りで足元がぬれます。

地面一面に水たまりができ、雨の音で話し声

が良く聞き取れなくなります。

長雨になりそうなら警戒が必要です。

土砂降りの雨。傘をさしていてもぬれてしま

うほどの雨です。側溝があふれ、小さい河川

なら氾濫の心配もあります。

バケツをひっくり返したように降る激しい

雨です。道路が川のようになります。

避難の準備が必要です。

滝のように降り、水しぶきであたり一面が

白っぽくなり、視界が悪くなります。室内に

寝ている人の半数くらいが気づく激しい雨

です。

息苦しくなるような圧迫感があり恐怖を感

じます。傘は全く役に立たなくなります。大

雨により大規模な災害の発生するおそれが

強く、厳重な警戒が必要です。

※気象庁提供

・ 表面雨量指数基準 ：   27以上

・ 土壌雨量指数基準 ： 147以上

・ 表面雨量指数基準 ：   12以上

・ 土壌雨量指数基準 ： 119以上

・ 各河川に定められた

　流域雨量指数基準

・ 各河川に定められた

　流域雨量指数基準　

緊急情報や防災監視カメラによる道路、河川の状況をお知らせします。

いざという時に備えて、
家庭でい記入しておきましょう。

わが家の
避難場所

家族の
集合場所

名前

名前

名前

名前

名前

名前
（家族・親戚・知人）

緊急時の連絡先
（会社・学校・携帯）

警報級の現象が５日先までに予想され
るとき

災害が起こるおそれがあるとき

重大な災害が起こるおそれがあるとき

重大な災害が起こるおそれが大きいと
き

重大な災害が起こるおそれが著しく大
きい場合

佐賀市役所

佐賀県庁

国土交通省 筑後川河川事務所

（代）0952-24-3151

（代）0952-56-2111　　〃　　 三瀬支所

（代）0952-58-2111　　〃　　 富士支所

（代）0952-62-1111　　〃　　 大和支所

（代）0952-47-2131　　〃　　 諸富支所

（代）0952-45-1111　　〃　　 川副支所

（代）0952-45-1021　　〃　　 東与賀支所

（代）0952-68-2111　　〃　　 久保田支所

（代）0952-24-2111

（代）0942-33-9131

国土交通省 佐賀河川事務所 （代）0952-41-8801

佐賀県医療センター好生館

佐賀大学医学部附属病院

0952-24-2171

0952-31-6511

国立病院機構佐賀病院 0952-30-7141

佐賀地方気象台（防災） 0952-32-7026

（電気のことは）

（ガスのことは）

NTT西日本 局番なしの113

0120-444-113

ひかり電話（IP電話サービス）・
携帯電話からは

佐賀市上下水道局 （代）0952-33-1313

佐賀東部水道企業団 （代）0952-30-6151

佐賀ガス株式会社 （代）0952-30-6161

佐賀南警察署 0952-23-6110

佐賀県警察本部 0952-24-1111

佐賀北警察署 0952-30-1911

佐賀消防署

北部消防署

南部消防署

0952-33-6771
佐賀広域消防局

(0952-30-0111)
0952-45-6442

0952-62-3442

（電話の故障に関することは）

九州電力佐賀営業所 0120-986-937

（上下水道のことは）

佐賀市建設部　河川砂防課　（佐賀市上下水道局　雨水事業対策室）　            
　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL 0952-40-7183

（佐賀市総務部　危機管理防災課　　　TEL 0952-40-7013）

複数の機能が搭載
されたものが便利。

レトルト食品・缶詰・ビスケッ
ト・チョコレート等。

※いざという時、すぐ持ち出せるように
保管場所を決めておきましょう。

一人一日
3 ℓ が目安。

飛来物や落下物から頭を保
護するものをすぐに取り出
せる所に。

消毒薬・胃腸薬・脱脂綿・
バンソウコウ・包帯・
持病の薬。

情報収集に欠かせない。
懐中電灯と一体型や
手回しでスマホ
充電機能付の
ものも便利。

夜間、すぐに手の
届く場所に。

濡れない様にビニール
袋に入れて、保管する。

避難する時に怪我を防止する
ために。すぐに取り出せる所
に。

雨具・下着・
ジャンパー・
タオル等。

ラジオや懐中電灯に使用する
ものを少し
多めに。

寝袋や体温を逃がさない
サバイバルシート
等も重宝。

水水

預 金 通 帳

MILK

マスク・体温計・
除菌シート
等。

ガレキの撤去や
救助に、厚手の
ものを用意。

湿気やガス切れに注意。
防水マッチも市販
されている。キャンプに
使われるファイア
スターターも便利。

※赤ちゃんのいる家庭は、
・粉ミルク
・液体ミルク
・ほ乳びん
等も。

現金（小銭も）・預金通帳・印鑑
・緊急時連絡簿
・おくすり手帳
等。

除 菌

水

水害のおそれがある場合、テレビ・ラジオや防災行政無線等で避難の呼びかけをしま
すので、速やかに避難して下さい。

は 避 難 を し ま し ょ

う。その他の人は、避難の

準備を整えましょう。

しましょう。

公的な避難場所までの移動が

危険と思われる場合は、近くの

安全な場所や、自宅内のより安

全な場所に避難しましょう。

既に している

状況です。

をとりましょう。

５４４３３

河川の水位上昇により水
路は排水不良となり、低
い土地等では浸水（内水
氾濫）が発生します。こ
の時、満潮と重なり排水
機場の能力を超えた流量
になると、更に浸水の危
険性は高まります。

河川や水路があふれた
り、河川堤防が決壊す
る等の大きな浸水（外
水氾濫）が発生しま
す。

徐々に河川や水路の水
位が上がり始めます。
小規模な水路ではあふ
れる場合があります。

河川や水路は灌漑用水
を供給するばかりでな
く、潤いのある街や生
き物を育む、なくては
ならない存在です。

  

 

※気象庁提供

台風とは最大風速が約17m/秒以上の熱帯低気圧のことです。

一般に台風の勢力は「大きさ（風速15m/秒以上の半径）」と「強さ（最大風速）」で表わされています。

簡易水防工法は、ご家庭にある物を使って水の浸水を防ぐ方法です。 あくまで小規模な水災で水深の浅い初期の

段階で行うものです。危険を感じる前に早めに避難しましょう。

ℓ ℓ 

40リットル程度の容量のごみ
袋を二重にして中に半分程度
の水を入れ閉め、出入口等に隙
間なく並べて使用します。

水嚢をダンボール箱に入れ、こ
れを連結して使用します。水嚢
だけの場合と比べて強度が増
し、中に詰める水嚢も積み重ね
て使用することも出来ます。

10リットル又は20リットル
のポリタンクに水を入れ、レ
ジャーシートで巻き込み、連結
して使用します。

出入り口に水嚢又は土嚢を
使って長めの板等を設置し、浸
水を防ぎます。

ℓ ℓ 

ℓ ℓ 

●不安を感じたら早めに避難しましょう。

●特に、高齢者・子ども・身体に障がいのある方がお住まいの世帯では、
　早めの避難が必要です。

●避難のときは警察・消防・地元の防災責任者等の指示に従って行動
しましょう。独断での行動は大変危険です。1人で行動せずに2人以
上での行動を心がけましょう。

●避難途中で危険を感じたら、
自宅の2階以上や近所のビ
ルに避難しましょう。内水
氾濫で外に出ることが危険
な場合は をしま
しょう。

●避難の際は、火の始末と戸締りを行いましょう。

●避難時の持出し品は必要最小限になるよう
　まとめましょう。

●動きやすい服装にしましょう。

●長靴は水が入ると動けなくなる
　ため、運動靴等にしましょう。

●持ち出す荷物は最小限にしましょう。

●避難時の荷物はリュック等に
　入れ、できるだけ両手が空く
　ようにします。

●徒歩で避難しましょう。車を使っての避難は
　かえって危険です。

●1人での夜間の避難は危険です。
　できるだけ明るいうちに避難しましょう。

●浸水している場所の深さに注意しましょう。
　水深50cm以上になると歩行は困難になり

ます。

●浸水している場所を歩くときには、棒等で
マンホールや側溝等に注意しましょう。

●飛来物に注意しましょう。

高齢者・障がい者・傷病者など災害時にひとりで逃げることが難しい方を「避難行

動要支援者」といいます。

このような方たちを災害から守るために皆さんで協力できるようにしましょう。

避難所は
　こちらですよ。

避難の際に必要となる道具を備えておき、

使えるようにしておきましょう。

室内の空間を広めにとって、家具の転倒防止対策を行う等、   

避難経路を確保しておきましょう。

あわてて行動しないで、車椅子を安全な場所に止めてまわりの

人に助けを求めましょう。

車椅子の階段での介助は2人以上

で。上りは前向き、下りは後向き

に移動させて下さい。

動ける方は安全な場所に落ち着いて移動

し、助けを待ちましょう。

介助が必要な方は助けを求めましょう。

緊急の時は一緒に避難しましょう。

可能であれば複数の介助者で介助し

ましょう。

ここは危ない
　　からね。

災害時の行動を日頃から繰り返し話して聞かせ、外での危険な

場所を教えておきましょう。

家族の人と行動しましょう。もしできない場合

は、近所の人に助けを求めることを教えておきま

しょう。

通院が不可能になった場合に備え、主治医のアドバイスを受けて

おきましょう。

薬や治療食の蓄えについてかかりつけの医療機関に相談してお

きましょう。

かかりつけの医療機関の状況を確認しましょう。

帰宅できない状況で差し迫った治療の必要がある場合は、最寄り

の医療機関か防災関係機関に相談しましょう。

かかりつけの医療機関をはじめ、病院や救護所等の情報収集の 

手助けをしましょう。

あわてないように優しい声

で指示を出し、手をとって

避難誘導をしましょう。

日常から筆記用具を携帯しましょう。

メモ等で、正確な情報を周囲

の人にたずねましょう。

話すときは、口を大きく開け、

相手にわかりやすいように

しましょう。

手話、筆談、身振り等の方法で

正確な情報を伝えましょう。

白杖は必ず手の届く所に置いておきましょう。

家具等の配置の変更は必ず本人に伝えましょう。

災害発生時には笛等を吹き、居場所を知らせましょう。

まわりの人に安全な場所までの誘導を依頼しましょう。

災害時には、声をかけ情報を伝え

ましょう。

誘導する場合は、杖を持った方の

手には触れず、ひじのあたりを軽

く持ってもらい半歩前をゆっくり

歩きましょう。


